
株主総会当日に株主の皆様にお渡ししておりました
お土産を昨年より取り止めさせていただきました。
何卒ご理解くださいますようお願い申し上げます。
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日 時

2019年６月20日（木曜日）午前10時
（受付開始時刻：午前９時）

（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください｡）

場 所

東京都豊島区西池袋一丁目６番１号
ホテルメトロポリタン４階「桜」の間

証券コード4636

第77回
定時株主総会招集ご通知

当日ご出席願えない場合は、書面またはインターネット
により議決権を行使することができますので、2019年
６月19日（水曜日）午後５時までに議決権を行使して
くださいますようお願い申し上げます。
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証券コード 4636
2019年６月４日

　

株 主 各 位
　

埼玉県入間郡三芳町大字竹間沢283番地１

株式会社Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡ
代表取締役社長 増 田 至 克

　

第77回定時株主総会招集ご通知
　
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第77回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご出席くださいますようご通知申し上げま
す。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面または電磁的方法（インターネット）により議決権を行使することが
できますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討くださいまして、後述の「議決権行使についての
ご案内」に従って2019年６月19日（水曜日）午後５時までに議決権をご行使くださいますようお願い申し上げ
ます。

敬 具
　

記
　

1. 日 時 2019年６月20日（木曜日）午前10時
（受付開始時刻は午前９時を予定しております。）

2. 場 所 東京都豊島区西池袋一丁目６番１号
ホテルメトロポリタン ４階 「桜」の間
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）
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3. 目的事項
報告事項 1. 第77期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）事業報告、連結計算書類ならびに会

計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
2. 第77期（2018年４月１日から2019年３月31日まで）計算書類報告の件

決議事項
第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員であるものを除く。）６名選任の件
第３号議案 監査等委員である取締役４名選任の件

以 上

　

　

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
1. 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し
上げます。また、資源節約のため、本「招集ご通知」をご持参くださいますようお願い申し上げます。

2. 議決権の代理行使をされる場合は、議決権を有する株主の方１名に限り、代理人として株主総会にご出席い
ただけます。この場合、委任した株主様の署名又は記名押印のある委任状等代理権を証明する書類を会場受
付へご提出ください。

3. 本株主総会参考書類ならびに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた場合は、インターネット
上の当社ウェブサイトに掲載させていただきます。（アドレス https://www.tk-toka.co.jp）
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インターネットによる議決権の行使

「スマート行使」について

　当社では、書面（議決権行使書用紙）または電磁的方法（インターネット）により議決権をご行使いただくこ
とができますので、ご案内申し上げます。
　当日ご出席の場合は、書面または電磁的方法による議決権行使のお手続きはいずれも不要です。

書面（議決権行使書用紙）による議決権の行使

同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示の上、行使期間に到着する
ようご返送ください。なお、各議案につきまして賛否のご表示がない場合は、賛
成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。

同封の議決権行使書用紙に記載された「スマートフォン用議決権行使ウェブサイト
ログインQRコード」をお読み取りいただくことにより、「議決権行使コード」およ
び「パスワード」が入力不要でアクセスできます。
※上記方法での議決権行使は１回に限ります。

インターネットによる議決権の行使の詳細につきましては次頁をご参照ください。

機関投資家の皆様へ 機関投資家の皆様につきましては、株式会社ＩＣＪが運営する議決権電子行使プラット
フォームをご利用いただくことが可能です。

株主総会への出席による議決権の行使
株主総会日時　2019年６月20日（木曜日）午前10時開催

行使期限　2019年６月19日（水曜日）午後５時必着

行使期限　2019年６月19日（水曜日）午後５時まで

同封の議決権行使書用紙をご持参いただき、会場受付にご提出ください。
議決権の代理行使をされる場合は、議決権を有する株主の方１名に限り、代理人とし
て株主総会にご出席いただけます。この場合、委任した株主様の署名又は記名押印の
ある委任状等代理権を証明する書類を会場受付へご提出ください。

議決権行使についてのご案内

3

宝印刷株式会社 2019年05月21日 20時04分 $FOLDER; 4ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



インターネットによる議決権行使のご案内
■１．「スマート行使」による方法
（１）同封の議決権行使書用紙右下に記載のQRコードをスマートフォンにてお読み取りいただき、「スマート行使」へア

クセスした上で、画面の案内に従って行使内容をご入力ください（ID・パスワードのご入力は不要です）。
（２）「スマート行使」による議決権行使は１回限りです。

２．ID・パスワード入力による方法
（１）「議決権行使ウェブサイト」（下記URL）にアクセスいただき、同封の議決権行使書用紙に記載の議決権行使コー

ド及びパスワードにてログインの上、画面の案内に従って行使内容をご入力ください。なお、セキュリティ確保の
ため、初回ログインの際にパスワードを変更いただく必要があります。

https://soukai.mizuho-tb.co.jp/

（２）パスワード（株主様が変更されたものを含みます。）は今回の総会のみ有効です。次回の株主総会時は新たに発
行いたします。

（３）パスワードは、ご投票される方がご本人であることを確認する手段です。なお、パスワードを弊社よりお尋ねする
ことはございません。

（４）パスワードは一定回数以上間違えるとロックされ使用できなくなります。ロックされた場合、画面の案内にしたが
ってお手続きください。

３．ご注意
（１）行使期限は2019年６月19日（水曜日）午後５時までであり、同時刻までにご入力を終える必要があります。お

早めの行使をお願いいたします。
（２）「スマート行使」による議決権行使後に行使内容を修正したい場合は、お手数ですが上記２．に記載の方法でご

修正いただきますようお願い申し上げます。
（３）郵送による議決権行使とインターネットによる議決権行使を重複された場合は、インターネットによるものを有効

とします。インターネットにより複数回行使された場合は、最後に行使されたものを有効とします。
（４）インターネット接続に係る費用は株主様のご負担となります。
（５）インターネットによる議決権行使は一般的なインターネット接続機器にて動作確認を行っておりますが、ご利用

の機器やその状況によってはご利用いただけない場合があります。

４．お問い合わせ先について
ご不明点は、株主名簿管理人であるみずほ信託銀行 証券代行部までお問い合わせください。

【「スマート行使」「議決権行使ウェブサイト」の操作方法等に関するお問い合わせ先】
フリーダイヤル　0120-768-524（平日 9：00～21：00）

以　上
（注）「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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株主総会参考書類
　
第１号議案 剰余金処分の件
　当社は株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題のひとつと考え、配当につきましては長期的・安定的
な配当を維持し、業績に応じた利益還元をしていくことを基本方針とし、連結配当性向30％以上を実施してい
く予定としております。
　今後の事業展開等を勘案して当事業年度の期末配当につきましては、以下のとおりとさせていただきたいと
存じます。

① 配当財産の種類
　金銭といたします。
② 配当財産の割当てに関する事項及びその総額
　当社普通株式１株に付き金17円といたしたいと存じます。この場合の配当総額は399,590,695円とな
ります。
　なお、2018年12月に中間配当として１株に付き金17円をお支払いしておりますので、通期では１株に
付き金34円となります。
③ 剰余金の配当が効力を生じる日
　2019年６月21日といたしたいと存じます。
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第２号議案 取締役（監査等委員であるものを除く。）６名選任の件
取締役（監査等委員であるものを除く。）全員（５名）は、本総会の終結の時をもって任期満了となります。

つきましては、コーポレート・ガバナンスの一層の強化を図るため社外取締役１名を増員し、取締役（監査等
委員であるものを除く。）６名の選任をお願いいたしたいと存じます。
取締役（監査等委員であるものを除く。）候補者は、次のとおりであります。

【候補者一覧】
候補者
番 号 　 氏 名 現在の地位 取締役会

出席状況

１ 再 任
ます だ よし かつ

増 田 至 克 代表取締役社長 100％
（15回／15回）

２ 再 任
よし むら あきら

吉 村 彰 常務取締役 100％
（15回／15回）

３ 再 任
ほう じょう みのる

北 條 実 常務取締役 93％
（14回／15回）

４ 再 任
くり もと りゅう いち

栗 本 隆 一 取締役 100％
（15回／15回）

５ 再 任
なか ま かず ひこ

中 間 和 彦 取締役 100％
（15回／15回）

６ 新 任 社 外
いそ がい こう た

磯 貝 厚 太 （注）

（注）現在、取締役でないため、該当事項はありません。
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候補者
番 号

１

ます だ よし かつ

増 田 至 克
再 任

生年月日
1968年11月26日生
取締役会への出席回数
15回／15回
所有する当社の株式数
604,270株

略歴、当社における地位、担当
1996年３月 当社入社
2004年４月 管理本部本部長
2004年６月 取締役管理本部本部長
2006年６月 常務取締役管理本部本部長兼品質保証室室長
2007年６月 代表取締役社長（現任）
取締役候補者とした理由
増田至克氏は、長年にわたり当社及びグループ会社の経営に携わるとともに、当社グル
ープの事業拡大や、今後の成長に必要な基盤整備を進めるなど、豊富な経験と実績を有
しています。2007年6月より代表取締役社長として当社の経営を担っており、引き続
き、知見を活かし取締役会の意思決定、監督機能を強化することが期待されるため、取
締役候補者といたしました。

候補者
番 号

２

よし むら あきら

吉 村 彰
再 任

生年月日
1955年７月13日生
取締役会への出席回数
15回／15回
所有する当社の株式数
6,100株

略歴、当社における地位、担当
1978年３月 当社入社
2003年７月 生産本部生産部部長
2007年６月 取締役生産部部長
2009年６月 取締役生産本部部長
2014年６月 常務取締役生産本部本部長（現任）
重要な兼職の状況
2009年 ６月 ミヨシ産業株式会社代表取締役社長
取締役候補者とした理由
吉村彰氏は、入社以来、長年にわたり研究開発及び製造関連業務に携わり、チマニート
オカ株式会社 取締役を務め、当社取締役就任の後は生産本部長として当社グループの
企業価値の向上に貢献しております。引き続き、豊富な職務経験を活かし取締役会の意
思決定、監督機能を強化することが期待されるため、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

３

ほう じょう みのる

北 條 実
再 任

生年月日
1955年４月９日生
取締役会への出席回数
14回／15回
所有する当社の株式数
5,500株

略歴、当社における地位、担当
1997年１月 当社入社
2001年７月 財務部部長
2007年６月 取締役財務部部長
2013年６月 取締役管理本部本部長兼財務部部長
2014年６月 常務取締役管理本部本部長兼財務部部長（現任）
取締役候補者とした理由
北條実氏は、入社以来、長年にわたり経理・財務等の業務や経営に携わり、取締役就任
の後は財務・総務・ITを管掌する管理本部長として当社グループの活動基盤を支え、企
業価値の向上に貢献しております。引き続き、豊富な職務経験を活かし取締役会の意思
決定、監督機能を強化することが期待されるため、取締役候補者といたしました。

候補者
番 号

４

くり もと りゅう いち

栗 本 隆 一
再 任

生年月日
1964年３月20日生
取締役会への出席回数
15回／15回
所有する当社の株式数
7,234株

略歴、当社における地位、担当
1987年４月 当社入社
2007年４月 東京支店支店長
2010年７月 東華油墨国際（香港）有限公司総経理
2014年６月 取締役営業本部本部長
2017年４月 取締役営業本部本部長兼営業二部部長（現任）
重要な兼職の状況
2016年 ５月 東華油墨国際（香港）有限公司董事長
取締役候補者とした理由
栗本隆一氏は、入社以来、長年にわたり営業業務に携わり、東京支店長、東華油墨国際
（香港）有限公司 総経理を務め、当社取締役就任の後は営業本部長として企業価値の向
上に貢献しております。引き続き、豊富な職務経験を活かし取締役会の意思決定機能を
強化することが期待されるため、取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

５

なか ま かず ひこ

中 間 和 彦
再 任

生年月日
1967年２月14日生
取締役会への出席回数
15回／15回
所有する当社の株式数
8,910株

略歴、当社における地位、担当
1989年４月 当社入社
2007年１月 杭華油墨化学有限公司（現 杭華油墨股份有限公司）技術総監
2011年４月 技術本部研究第一グループチーフリーダー
2015年６月 取締役技術本部研究第一グループチーフリーダー
2017年６月 取締役技術本部本部長兼研究第一グループチーフリーダー
2018年４月 取締役技術本部本部長（現任）
取締役候補者とした理由
中間和彦氏は、入社以来、長年にわたり研究開発業務に携わり、杭華油墨化学有限公司
（現 杭華油墨股份有限公司）技術総監、技術本部グループリーダーを務め、取締役就任
の後も技術本部長として企業価値の向上に貢献しております。引き続き、豊富な職務経
験を活かし取締役会の意思決定機能を強化することが期待されるため、取締役候補者と
いたしました。

候補者
番 号

６

いそ がい こう た

磯 貝 厚 太
新 任 社 外

生年月日
1982年４月１日生
所有する当社の株式数
０株

略歴、当社における地位、担当
2005年10月 デロイト＆トウシュLLP（米国）入所（2009年８月退職）
2009年11月 プライスウォーターハウスクーパース株式会社（現 PwC

アドバイザリー合同会社）入社（2013年８月退職）
2015年７月 ダルトン・インベストメンツ・グループ入社
2017年４月 ダルトン・アドバイザリー株式会社Vice President（現任）
重要な兼職の状況
2017年 ４月 ダルトン・アドバイザリー株式会社Vice President
社外取締役候補者とした理由
磯貝厚太氏は、当社株主である投資顧問会社のダルトン・インベストメンツLLC（米カ
リフォルニア）の子会社であるダルトン・アドバイザリー株式会社に勤務しております。
当社株主として企業価値向上の利益を共有するダルトン・インベストメンツ・グループ
から社外取締役を受け入れることにより、当社のコーポレート・ガバナンス体制の更な
る強化が期待されるため、新たに社外取締役候補者といたしました。

（注）1. 各取締役候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。
2. 磯貝厚太氏は、社外取締役候補者であります。
3. 当社は、磯貝厚太氏の選任が承認された場合、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償を限

定する契約を締結する予定であります。
　 当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額としております。

　 4. 監査等委員会の取締役候補者の選任についての意見の概要は以下のとおりであります。
監査等委員会は、各取締役候補者について、当事業年度における業務執行状況及び業績、あるいは見識、経験、能力等の
観点から当社の取締役として適任であると判断いたしました。
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第３号議案 監査等委員である取締役４名選任の件
監査等委員である取締役全員（４名）は、本総会の終結の時をもって任期満了となります。つきましては、

監査等委員である取締役４名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　なお、本議案の提出につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
　監査等委員である取締役候補者は次のとおりであります。

【候補者一覧】
候補者
番 号 　 氏 名 現在の地位 取締役会

出席状況
監査等委員会
出席状況

１ 再 任 社 外 独立役員
き だ たか とし

木 田 卓 寿 取締役 100％
（15回／15回）

100％
（18回／18回）

２ 再 任 社 外 独立役員
おお たか けん じ

大 髙 健 司 取締役 100％
（15回／15回）

100％
（18回／18回）

３ 再 任 社 外 独立役員
の ぐち さと し

野 口 郷 司 取締役 100％
（15回／15回）

100％
（18回／18回）

４ 新 任 社 外 独立役員
はなぶさ こう いち

英 公 一 （注） （注）

（注）現在、取締役でないため、該当事項はありません。
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候補者
番 号

１

き だ たか とし

木 田 卓 寿
再 任 社 外
独立役員
生年月日
1956年６月30日生
取締役会への出席回数
15回／15回
監査等委員会への出席回数
18回／18回
所有する当社の株式数
０株
社外取締役在任年数
（本総会終結時）
５年

略歴、当社における地位、担当
1989年４月 東京弁護士会弁護士登録
2005年４月 司法研修所刑事弁護教官（2008年３月退任）
2009年６月 新司法試験考査委員（刑法） （2010年５月退任）
2011年４月 池袋総合法律事務所代表弁護士（現任）
2013年４月 東京弁護士会副会長（2014年３月退任）
2014年６月 当社取締役（現任）
重要な兼職の状況
2011年 ４月 池袋総合法律事務所代表弁護士
社外取締役候補者とした理由
木田卓寿氏は、2014年６月より当社社外取締役を務め、法律家としての専門的知見・経
験と経営から独立した視点が、当社の経営の監督ならびにコーポレート・ガバナンス強
化に活かされ、経営の透明性、健全性の確保を通じて企業価値の向上に貢献しておりま
す。過去に社外取締役となること以外の方法で会社の経営に関与した経験はありません
が、これまでの実績を鑑み、引き続き、取締役会の監督機能を強化することが期待され
るため、監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

候補者
番 号

２

おお たか けん じ

大 髙 健 司
再 任 社 外
独立役員
生年月日
1952年５月12日生
取締役会への出席回数
15回／15回
監査等委員会への出席回数
18回／18回
所有する当社の株式数
０株
社外取締役在任年数
（本総会終結時）
４年

略歴、当社における地位、担当
1999年４月 ホンダカーズフィリピン社長（2002年９月退任）
2002年10月 ホンダプロスペクトモーター（インドネシア）社長

（2007年３月退任）
2007年４月 ホンダオートモービルタイランド社長（2009年３月退任）
2009年４月 株式会社ホンダカーズ愛知副社長
2010年４月 同社社長
2014年４月 同社相談役（2014年５月退任）
2014年８月 株式会社ホンダコンサルティング エグゼクティブコンサ

ルタント（2017年４月退任）
2015年６月 当社取締役（現任）
社外取締役候補者とした理由
大髙健司氏は、2015年６月より当社社外取締役を務め、国際的な大企業のグループ会社
経営者として豊富な経験と、高い見識によりグローバルな視点を当社の経営に反映させ
るとともに、独立した立場で監督し、企業価値の向上に貢献しております。この実績を
鑑み、引き続き、取締役会の機能を強化することが期待されるため、監査等委員である
社外取締役候補者といたしました。
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候補者
番 号

３

の ぐち さと し

野 口 郷 司
再 任 社 外
独立役員
生年月日
1952年７月14日生
取締役会への出席回数
15回／15回
監査等委員会への出席回数
18回／18回
所有する当社の株式数
０株
社外取締役在任年数
（本総会終結時）
２年

略歴、当社における地位、担当
1977年４月 株式会社日本長期信用銀行入行
1998年10月 株式会社新生銀行名古屋支店長
2004年10月 株式会社アプラスに出向、同社執行役員
2005年２月 同社CFO取締役常務執行役員
2008年10月 株式会社新生銀行を退職、株式会社アプラスCFO取締役常

務執行役員
2011年４月 株式会社アプラスフィナンシャルCEO代表取締役社長執行役員
2016年６月 同社相談役（2017年６月退任）
2017年６月 当社取締役（現任）
社外取締役候補者とした理由
野口郷司氏は、経済・金融の激動期を通して長年金融分野に携わり、金融人、経営者と
して豊富な知識と経験を有しており、当社の経営の監督機能、意思決定機能を強化する
ことに活かされ、経営の透明性、健全性の確保を通じて企業価値の向上に貢献しており
ます。この実績を鑑み、引き続き、取締役会の機能を強化することが期待されるため、
監査等委員である社外取締役候補者といたしました。

候補者
番 号

４

はなぶさ こう いち

英 公 一
新 任 社 外
独立役員
生年月日
1958年７月９日生
所有する当社の株式数
０株

略歴、当社における地位、担当
1981年10月 アーンスト・アンド・ウィニー公認会計士共同事務所（現

EY新日本有限責任監査法人）入所
2003年７月 新日本監査法人（現 EY新日本有限責任監査法人）代表社員
2008年10月 新日本有限責任監査法人（現 EY新日本有限責任監査法人）

金融部門長
2010年８月 同法人常務理事
2012年８月 同法人経営専務理事、監査業務本部長、金融事業部長
2014年７月 同法人理事長（2016年１月理事長退任、同年６月同法人退職）
2016年７月 英公認会計士事務所公認会計士（現任）
重要な兼職の状況
2014年 ７月 損害保険契約者保護機構監事
2016年 ７月 英公認会計士事務所公認会計士
社外取締役候補者とした理由
英公一氏は、公認会計士として企業会計等に関する専門的知識と豊富な経験を有してお
ります。過去に会社の経営に関与した経験はありませんが、これまでの経験や知識が、
当社の経営及び監査・監督に活かされることにより、取締役会の監督機能や意思決定機
能の強化が期待されるため、新たに監査等委員である社外取締役候補者といたしました。
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（注）1. 各監査等委員である取締役候補者と当社の間には、特別の利害関係はありません。
2. 木田卓寿氏、大髙健司氏、野口郷司氏及び英公一氏は、社外取締役候補者であります。
3. 責任限定契約について
当社は、木田卓寿氏、大髙健司氏及び野口郷司氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損
害賠償責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額としております。木田卓寿氏、
大髙健司氏及び野口郷司氏の再任が承認された場合は、上記の責任限定契約を継続する予定であります。
また、英公一氏の選任が承認された場合は、同様の責任限定契約を締結する予定であります。

4. 当社は、木田卓寿氏、大髙健司氏及び野口郷司氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け
出ており、各氏が選任された場合には、引き続き独立役員となる予定であります。

　 また、英公一氏につきましても、選任された場合は、独立役員として指定し、同取引所に届け出する予定であります。
5. 英公一氏が選任された場合、社外取締役就任日は、2019年７月１日といたしたいと存じます。

　
以 上
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【取締役の選任に関する方針と手続】
当社は、取締役候補の選任を行うに当たっては、当社の持続的な成長と中長期的な企業価値の向上に資す
る、当社の取締役として相応しい優れた人格、識見、能力及び豊富な経験とともに、高い倫理観を有している
者を指名しております。
　社外取締役を委員長とした指名諮問委員会において公正、透明かつ厳格な審査及び勧告を経た上で、取締役
会で決定しております。

【独立役員選任基準】
１．当社の一般株主との間に利益相反を生じるおそれのない独立役員であるためには、以下のいずれにも該当
する者でなければならない。

（１）過去３年間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社をいう、以下同じ）の業務執行者等（取
締役、監査役又は従業員をいう、以下同じ）でないこと

（２）過去３年間において、近親者（配偶者、２親等以内の親族若しくは同居の親族）が当社グループの業務
執行者等でないこと

（３）過去３年間において、当社の大株主（総議決権の10％以上の株式を保有する者）又はその業務執行者等
でないこと

（４）過去３年間において、当社グループの主要な取引先（当社グループとの取引において、支払額又は受取
額が当社グループ又は取引先グループの連結売上高の２％以上を占めている企業）の業務執行者等でな
いこと

（５）過去３年間において、当社グループの会計監査人の社員等でないこと
（６）過去３年間において、当社グループから役員報酬以外に、専門的な助言やサービスなどに対して年間あ

たり1,000万円を超える金銭その他財産上の利益を受領している弁護士、公認会計士又は税理士その他
コンサルタント等専門的サービスを提供している者でないこと

（７）過去３年間において、当社グループとの間で、取締役、執行役又は執行役員を相互に派遣していないこ
と

（８）過去３年間において、当社グループから年間あたり1,000万円以上の寄付、融資、債務保証を受けてい
ないこと

（９）過去３年間において、当社の連結総資産の５％を超える借入先及びその関係会社の取締役、執行役、執
行役員等重要な業務執行者等でないこと

（10）その他重要な利害関係が当社グループとの間で存在しないこと

２．当社において、現在独立役員の地位にある者が、独立役員として再任されるためには、通算の在任期間が
８年間を超えないことを要する。
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（提供書面）
　
事業報告 （2018年４月１日から2019年３月31日まで）

　
1. 企業集団の現況
（1）当連結会計年度の事業の状況
① 事業の経過及び成果

当連結会計年度の当社グループを取り巻く経済環境は、わが国経済は企業収益は改善に足踏みがみられ
るものの、政府や日本銀行の各種政策の効果により雇用情勢や個人消費は持ち直し、景気も緩やかに回復
しました。また、アジア地域につきましては、中国についての景気は緩やかに減速していますが、先行き
については、各種政策効果が次第に発現することが期待されます。その他アジア地域についての景気は緩
やかに回復しました。
印刷インキの需要先である印刷業界におきましては、世界的に出版印刷はコンテンツのオンラインプラ

ットフォームへの移行により減少し、商業印刷は前年並みとなりましたが、パッケージ印刷は増加したこ
とにより、全体としては成長がみられました。日本の印刷業界においては、出版印刷は世界の動向に沿っ
て減少し、チラシの大幅な減少により商業印刷も減少しましたが、パッケージ印刷は堅調に推移しまし
た。
特殊ＵＶインキの関係する液晶パネル関連市場は、僅かに成長しましたが、大幅な価格下落により、一

段と激化し厳しい販売環境となりました。
このような経営環境の中で、当社の経営理念でありますＴ＆Ｋ（Technology and Kindness＝技術と

真心）の精神に則り、ユーザーニーズに耳を傾け、ユーザーの真に役立つ製品の開発・供給に注力し、よ
りきめ細かいサービスに努めてまいりました。
この結果、当連結会計年度の売上高は、前連結会計年度における連結子会社の増加により平版インキの

販売が増加、一般ＵＶインキの販売が増加したことにより、496億38百万円（前年同期比3.5％増）とな
りました。利益面におきましては、中国の環境規制強化による化学品の供給量減少等の影響による原材料
価格の上昇及び販売費及び一般管理費が増加したことにより、営業利益は３億68百万円（前年同期比
80.7％減）となりました。経常利益は、持分法による投資利益５億93百万円を計上したことにより、10
億95百万円（前年同期比58.8％減）となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は、固定資産受贈
益１億23百万円、固定資産除却損１億61百万円、法人税等３億42百万円を計上したことにより、６億27
百万円（前年同期比69.3％減）となりました。

　
売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

49,638百万円
前年同期比3.5％増

368百万円
前年同期比80.7％減

1,095百万円
前年同期比58.8％減

627百万円
前年同期比69.3％減
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　セグメント別の業績は、次のとおりであります。
　なお、セグメント別の売上高及び営業利益はセグメント間の内部取引消去前の金額によっております。
（ア）印刷インキ
売上高は496億31百万円（前年同期比3.5％増）、営業利益は３億52百万円（前年同期比81.4％減）と
なりました。
（イ）その他
売上高は50百万円（前年同期比2.6％減）、営業利益は８百万円（前年同期比5.7％減）となりました。

　
② 設備投資の状況
　当連結会計年度の設備投資額は、18億円でした。その主なものは、埼玉工場生産設備４億５百万円であ
ります。

　
③ 資金調達の状況
　当社は、運転資金の効率的な調達を行うため、主要取引金融機関と総額50億円の貸出コミットメント契
約を締結しております。なお、当期末において、当該契約に基づく実行残高は17億円であります。

　
④ 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
　該当事項はありません。

　
⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

　
⑥ 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。

　
⑦ 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得または処分の状況

T&K TOKA U.S.A., INC.を新規設立したことにより、また、T&K TOKA U.S.A., INC.がMidwest
Ink Co.の全株式を新規取得したことにより、当連結会計年度より連結の範囲に含めております。
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営業利益売上高 （単位：百万円） 経常利益

第74期 第75期 第76期 第77期

（単位：百万円） （単位：百万円）

１株当たり当期純利益親会社株主に帰属する当期純利益 （単位：百万円） 総資産／純資産（単位：円） （単位：百万円）

46,759 48,030

第74期 第75期 第76期 第77期

2,512
3,203

第74期 第75期 第76期 第77期

100.65
132.60

第74期 第75期 第76期 第77期

58,598 60,021

42,094 43,227

第74期 第75期 第76期 第77期

2,586 2,427

第74期 第75期 第76期 第77期

3,521 3,17547,942

2,047 87.16

45,420

1,911
2,659

66,987

49,638

44,293

368
1,095

65,888

627 26.71

（2）財産及び損益の状況
　当連結会計年度ならびに過去３期の財産及び損益の状況の推移は、次のとおりであります。
① 企業集団の財産及び損益の状況

　

区 分 第74期
（2016年３月期）

第75期
（2017年３月期）

第76期
（2018年３月期）

第77期
（当連結会計年度）
（2019年３月期）

売上高（百万円） 46,759 48,030 47,942 49,638
営業利益（百万円） 2,586 2,427 1,911 368
経常利益（百万円） 3,521 3,175 2,659 1,095
親会社株主に帰属する当期純利益
（百万円） 2,512 3,203 2,047 627

１株当たり当期純利益（円） 100.65 132.60 87.16 26.71
総資産（百万円） 58,598 60,021 66,987 65,888
純資産（百万円） 42,094 43,227 45,420 44,293

　

（注）1. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数に基づき、算出しております。
2. 当社は2016年１月１日付で、株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
１株当たり当期純利益につきましては、当該株式分割が第74期の期首時点で行われていたと仮定して算定しております。

3. 第74期の親会社株主に帰属する当期純利益は、固定資産除却損１億51百万円計上及び株式会社チマニートオカの外貨建て
債務の評価替えによる為替影響額が、前連結会計年度の為替差益１億82百万円に対して、当連結会計年度では為替差損１
億22百万円を計上したことにより減益となっております。

4. 第75期の親会社株主に帰属する当期純利益は、固定資産売却益10億80百万円を計上したことにより増益となっておりま
す。

5. 第76期の親会社株主に帰属する当期純利益は、前連結会計年度に固定資産売却益10億80百万円を計上したことにより減益
となっております。

6. 第77期の親会社株主に帰属する当期純利益は、中国の環境規制強化による化学品の供給量減少等の影響で原材料価格が上
昇したこと等により減益となっております。
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営業利益売上高 （単位：百万円） 経常利益

第74期 第75期 第76期 第77期

（単位：百万円） （単位：百万円）

１株当たり当期純利益当期純利益 （単位：百万円） 総資産／純資産（単位：円） （単位：百万円）

39,156 40,347

第74期 第75期 第76期 第77期

1,972
2,222

第74期 第75期 第76期 第77期

79.01
91.98

第74期 第75期 第76期 第77期

46,858 48,051

33,096 33,895

第74期 第75期 第76期 第77期

1,771 1,484

第74期 第75期 第76期 第77期

2,656
1,887

40,513

1,354 57.67

51,871

34,609

1,230
1,743

40,989

642 27.33

52,055

34,123

565
877

② 当社の財産及び損益の状況
　

区 分 第74期
（2016年３月期）

第75期
（2017年３月期）

第76期
（2018年３月期）

第77期
（当事業年度）
（2019年３月期）

売上高（百万円） 39,156 40,347 40,513 40,989
営業利益（百万円） 1,771 1,484 1,230 565
経常利益（百万円） 2,656 1,887 1,743 877
当期純利益（百万円） 1,972 2,222 1,354 642
１株当たり当期純利益（円） 79.01 91.98 57.67 27.33
総資産（百万円） 46,858 48,051 51,871 52,055
純資産（百万円） 33,096 33,895 34,609 34,123

　

（注）1. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数に基づき、算出しております。
2. 当社は2016年１月１日付で、株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。
１株当たり当期純利益につきましては、当該株式分割が第74期の期首時点で行われていたと仮定して算定しております。

3. 第74期の当期純利益は、前事業年度より販売費及び一般管理費が２億５百万円増加したこと、及び前事業年度の為替差益
１億35百万円に対して、当事業年度では為替差損８百万円を計上したことにより減益となっております。

4. 第75期の当期純利益は、前事業年度より販売費及び一般管理費が１億94百万円増加したこと、受取利息及び受取配当金が
３億２百万円減少したものの、固定資産売却益10億75百万円を計上したことにより増益となっております。

5. 第76期の当期純利益は、前事業年度に固定資産売却益10億75百万円を計上したことにより減益となっております。
6. 第77期の当期純利益は、中国の環境規制強化による化学品の供給量減少等の影響で原材料価格が上昇したこと等により減
益となっております。
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（3）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社との関係
　該当事項はありません。

　
② 重要な子会社の状況

　

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主要な事業内容

ミヨシ産業株式会社 30百万円 100.0％ 産業廃棄物処理

東北東華色素株式会社 40百万円 100.0％ 各種印刷用インキの製造販売

株式会社北陸印刷資材センター 10百万円 100.0％ 各種印刷用インキの製造販売

東華油墨国際（香港）有限公司 61百万香港ドル 100.0％ 各種印刷用インキの製造販売

韓国特殊インキ工業株式会社 1,132百万ウォン 100.0％ 各種印刷用インキの製造販売

株式会社チマニートオカ 112,968百万ルピア 72.6％ 各種印刷用インキの製造販売

トオカ（タイランド）株式会社 2百万バーツ 49.0％ 各種印刷用インキの製造販売
Royal Dutch Printing Ink
Factories Van Son B.V. 195千ユーロ 100.0％ 各種印刷用インキの製造販売
Van Son Holland Ink
Corporation of America 0千米ドル －

(100.0
％
％) 各種印刷用インキの製造販売

浙江迪克東華精細化工有限公司 84百万元 100.0％ 各種印刷用インキの製造販売

T&K TOKA U.S.A., INC.（注１） 3,200千米ドル 100.0％ 各種印刷用インキの販売

Midwest Ink Co.（注２） 50千米ドル －
(100.0

％
％) 各種印刷用インキの製造販売

（注）１．当社は、2018年７月にT&K TOKA U.S.A., INC.を設立したため、同社を当連結会計年度より連結の範囲に含めておりま
す。

　 ２．T&K TOKA U.S.A., INC.は、2018年12月にMidwest Ink Co.の全株式を取得したため、同社を当連結会計年度より連結
の範囲に含めております。

　 ３． ( )内の数字は、間接所有持分であります。

③ 事業年度末日における特定完全子会社の状況
　特定完全子会社に該当する子会社はありません。
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（4）対処すべき課題
当社グループは、2020年度を最終年度とする中期経営計画「With You toward 2020」を策定してお

ります。
当社グループを取り巻く事業環境は、“情報媒体印刷の縮小”、“成熟国市場の縮小”、“巨大メーカーの寡

占化”、“普及品の低価格化” 等の変化の只中にあります。
これらに対し、“欧米市場への本格進出”、“付加価値品への注力”、“規模拡大スピードアップ”、“部門/グ

ループ総力化と効率化” で対応するというのがこの中期経営計画の内容となります。
重点施策 “グローバル展開の加速” については、2018年度においては重点展開地域であるヨーロッパ・

北米地域での基盤整備がなされました。2019年度はT&K TOKA商流とVan Son商流の統合を推進し、省
電力UVインキを中心とした市場投入拡大を進め、成長戦略を進めていきます。
重点施策 “付加価値訴求” については、地球環境問題を背景とした世界的ニーズである省電力UVインキ

と、画期的なコンセプトで開発されグッドデザイン賞も受賞した “キレイナ” を、2019年度も全社一丸と
なって強力に推進します。
重点施策 “コスト削減・効率化” については、生産・技術部門が一体となったトータルコストダウンを引

き続き進めるほか、赤字製品の削減を継続的に行っていきます。また、原材料価格の高騰を受けての価格改
定の取り組みに注力し収益改善を行います。研究開発については、引き続き国内外の大学及び研究機関との
共同開発を進め、新素材開発の取り組みを加速させます。原材料の需給バランス悪化に対しては代替材料検
討による安定供給の確保を図ります。生産体制の強化については、中国浙江省においてFPDカラーフィルタ
ー用顔料分散液の新工場の建設を着実に進めます。

（5）主要な事業内容（2019年３月31日現在）
　当社グループの事業セグメントは次のとおりであります。
1）印刷インキ
印刷インキ（オフセットインキ・グラビアインキ等）、印刷機及び印刷関連機材（ブランケット等）、合
成樹脂等の販売を行っております。

2）その他
各種産業廃棄物の焼却処理及び生命・損害保険代理業を行っております。
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（6）主要な営業所及び工場（2019年３月31日現在）
① 当社の主要な事業所
本 社：埼玉県入間郡三芳町大字竹間沢283番地１
事 業 所：滋賀事業所（滋賀県草津市）
支 店：千葉支店（千葉県野田市） ・名古屋支店（愛知県小牧市）

　京滋支店（滋賀県草津市） ・大阪支店（大阪府東大阪市）
　兵庫支店（兵庫県明石市） ・広島支店（広島県広島市）
　福岡支店（福岡県糟屋郡）

② 子会社
ミヨシ産業株式会社 ：埼玉県入間郡
東北東華色素株式会社 ：宮城県仙台市
株式会社北陸印刷資材センター ：石川県金沢市
株式会社チマニートオカ ：インドネシア共和国西部ジャワ州ボゴール県
東華油墨国際（香港）有限公司 ：中華人民共和国香港
韓国特殊インキ工業株式会社 ：大韓民国仁川広域市
トオカ（タイランド）株式会社 ：タイ王国サムットプラカーン県
Royal Dutch Printing Ink Factories Van Son B.V. ：オランダ王国ヒルフェルスム
Van Son Holland Ink Corporation of America：アメリカ合衆国ニューヨーク州
浙江迪克東華精細化工有限公司：中華人民共和国浙江省嘉興市
T&K TOKA U.S.A., INC. ：アメリカ合衆国イリノイ州
Midwest Ink Co. ：アメリカ合衆国イリノイ州
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（7）従業員の状況（2019年３月31日現在）
① 企業集団の使用人の状況

　

従 業 員 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

1,293名 （61名） 28名増 （14名減）
　

（注） 従業員数は就業員数であり、パート及び嘱託社員は（ ）内に年間の平均人員を外数で記載しております。
　
② 当社の使用人の状況

　

従 業 員 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数
752名 （47名） １名増 （３名減） 38.1歳 13.8年

　

（注） 従業員数は就業員数であり、パート及び嘱託社員は（ ）内に年間の平均人員を外数で記載しております。
　
（8）主要な借入先の状況（2019年３月31日現在）

　

借 入 先 借 入 額

株式会社みずほフィナンシャルグループ 5,319百万円

（9）その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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2. 会社の現況
（1）株式の状況（2019年３月31日現在）
① 発行可能株式総数 60,000,000株
② 発行済株式の総数 25,055,440株
③ 株主数 10,119名
④ 大株主（上位10名）

　

株 主 名 持 株 数 持株比率

ゴールドマン・サックス・アンド・カンパニー レギュラーアカウント 1,468千株 6.25％

ビービーエイチ フオー フイデリテイ ロー プライスド ストツク フアンド
（プリンシパル オールセクター サブポートフオリオ） 1,339千株 5.70％

有限会社コウシビ 1,051千株 4.48％

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,001千株 4.26％

株式会社みずほ銀行 988千株 4.20％

Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡ社員持株会 940千株 4.00％
BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES FRANKFURT /
ALLIANZ GLOBAL INVESTORS GMBH ACTING ON
BEHALF OF ALLIANZGI-FONDS GS EMD / BOOK
ENTRY JGB / TAXABLE

842千株 3.59％

明治安田生命保険相互会社 756千株 3.22％

上田 美香子 750千株 3.19％

増田 安土 741千株 3.16％
　

（注）1. 当社は、自己株式を1,550,105株所有していますが、上記大株主からは除外しています。
2. 持株比率は自己株式を控除して計算しております。
3. 株式会社みずほ銀行の株式数には、株式会社みずほ銀行が退職給付信託の信託財産として拠出している当社株式987千株を

含んでおります。なお、株主名簿上の名義は「みずほ信託銀行株式会社退職給付信託 みずほ銀行口 再信託受託者 資
産管理サービス信託銀行株式会社」であります。

4. 上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、信託業務に係る株式数であります。
5. ダルトン・インベストメンツ・エルエルシーから2019年２月28日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報

告書）により、2019年２月21日現在で同社が5,138千株（保有割合20.51％）の株式を所有している旨が記載されており
ますが、当社として当事業年度末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めてお
りません。

6. シュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社及びその共同保有者であるシュローダー・インベストメント・マ
ネージメント・リミテッドから2019年２月27日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書（変更報告書）により、
2019年２月21日現在でシュローダー・インベストメント・マネジメント株式会社が1,681千株（保有割合6.71％）及び
シュローダー・インベストメント・マネージメント・リミテッドが117千株（保有割合0.47％）の株式を所有している旨
が記載されておりますが、当社として当事業年度末時点における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の
状況には含めておりません。
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（2）新株予約権等の状況
① 新株予約権の数と概要

　

発行回次
（発行決議の日）

新株予約権
の 数

目的となる株式
の 種 類 及 び 数 発行価額 権利行使価額 権利行使期間

第１回新株予約権
（2013年６月21日） 146個 普通株式

29,200株(注) 175,800円 １円／株 2013年７月９日から
2043年７月８日まで

第２回新株予約権
（2014年６月20日） 181個 普通株式

36,200株(注) 175,800円 １円／株 2014年７月９日から
2044年７月８日まで

第３回新株予約権
（2015年６月19日） 181個 普通株式

36,200株(注) 182,000円 １円／株 2015年７月８日から
2045年７月７日まで

第４回新株予約権
（2016年６月17日） 181個 普通株式

36,200株 110,800円 １円／株 2016年７月６日から
2046年７月５日まで

第５回新株予約権
（2017年６月22日） 154個 普通株式

30,800株 182,000円 １円／株 2017年７月11日から
2047年７月10日まで

第６回新株予約権
（2018年６月21日） 154個 普通株式

30,800株 177,200円 １円／株 2018年７月11日から
2048年７月10日まで

　（注） 当社は2016年１月１日付で１株を２株に株式分割しております。これにより、新株予約権の目的となる株式の数を調整して
おります。

② 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況（2019年３月31日現在）
　

発行回次
（発行決議の日）

取締役（監査等委員及び社外取締役を除く）
新株予約権の数 目的である株式の数 保有者数

第１回新株予約権
（2013年６月21日） 100個（注１） 20,000株（注２） ３ 名

第２回新株予約権
（2014年６月20日） 135個（注１） 27,000株（注２） ４ 名

第３回新株予約権
（2015年６月19日） 154個（注１） 30,800株（注２） ５ 名

第４回新株予約権
（2016年６月17日） 154個（注１） 30,800株 ５ 名

第５回新株予約権
（2017年６月22日） 154個（注１） 30,800株 ５ 名

第６回新株予約権
（2018年６月21日） 154個（注１） 30,800株 ５ 名

　

（注）1. 取締役に交付された時点における総数を記載しております。
2. 当社は2016年１月１日付で１株を２株に株式分割しております。これにより、新株予約権の目的である株式の数を調整し
ております。

③ 当事業年度に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
　該当事項はありません。
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（3）会社役員の状況
① 取締役の状況（2019年３月31日現在）

　

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長 増 田 至 克

常務取締役 吉 村 彰 生産本部本部長
ミヨシ産業株式会社代表取締役社長

常務取締役 北 條 実 管理本部本部長兼財務部部長

取締役 栗 本 隆 一 営業本部本部長兼営業二部部長
東華油墨国際（香港）有限公司董事長

取締役 中 間 和 彦 技術本部本部長

取締役（監査等委員） 木 田 卓 寿 池袋総合法律事務所代表弁護士

取締役（監査等委員） 大 髙 健 司

取締役（監査等委員） 久 村 泰 弘

取締役（監査等委員） 野 口 郷 司
　

（注）1. 取締役木田卓寿氏、大髙健司氏、久村泰弘氏及び野口郷司氏は、社外取締役であります。
2. 取締役久村泰弘氏及び野口郷司氏は、金融機関において、金融業務経験をもたれており、財務及び会計に関する相当程度の
知見を有するものであります。

3. 当社は、取締役木田卓寿氏、大髙健司氏、久村泰弘氏及び野口郷司氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定
し、同取引所に届け出ております。

4. 当社は、取締役木田卓寿氏、大髙健司氏、久村泰弘氏及び野口郷司氏と会社法第427条第１項及び当社定款第28条第２項
の規定により、損害賠償を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する
額としております。

5. 常勤で監査を行う者の選定の有無及びその理由
　 当社は、監査等委員会設置会社へ移行後、常勤の監査等委員を選定しておりませんが、その理由は次のとおりです。
　 当社は監査等委員会設置会社として、内部監査室を中心とする内部統制システムを所管する部門及びその他の部門の協力を
得て監査等を行う体制が整備されているためです。

　

② 事業年度中に退任した取締役
　 該当事項はありません。
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③ 取締役の報酬等の総額

【取締役の報酬等の額の決定に関する方針と手続き】
取締役の報酬は、株主総会で決議された額の範囲内で、社外取締役を委員長とした報酬諮問委員会が公
正かつ透明性をもって審議を行い、取締役会において決定しております。
　取締役の報酬は、株主の長期的利益に連動するとともに、当社の企業価値の最大化に向けた意欲をより
高めることのできる、適切、公正かつバランスのとれたものとしております。
なお、社外取締役については、基本報酬のみとしております。

（イ）当事業年度に係る報酬等の総額
　

区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 総 額
取締役（監査等委員でない）
（うち社外取締役）

５名
（－）

155百万円
（－）

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

４名
（４名）

23百万円
（23百万円）

合計
（うち社外取締役）

９名
（４名）

179百万円
（23百万円）

　

（注）1. 取締役の支給額には使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
2. 監査等委員でない取締役の報酬限度額は、2017年６月22日開催の第75回定時株主総会において、年額300百万円以内
（内、社外取締役年額30百万円以内）と決議いただいております。ただし、この限度額に使用人分給与は含まれません。

3. 監査等委員である取締役の報酬限度額は、2017年６月22日開催の第75回定時株主総会において、年額50百万円以内と
　 決議いただいております。
4. 上記報酬等の総額には、ストック・オプションとして付与した新株予約権に係る当事業年度中の費用計上額が、以下のとお
り含まれております。
・ 取締役（監査等委員でない） ５名 27百万円 （うち社外取締役 －名 －百万円）

　
　（ロ）当事業年度に支払った役員退職慰労金

　該当事項はありません。
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④ 社外役員に関する事項
（イ）他の法人等の業務執行者としての重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

　該当事項はありません。
（ロ）他の法人等の社外役員等としての重要な兼任の状況及び当社と当該他の法人等との関係

　該当事項はありません。
（ハ）当事業年度における主な活動状況

・取締役会及び監査等委員会への出席状況
取締役会 監査等委員会

開催回数 出席回数 出 席 率 開催回数 出席回数 出 席 率
取締役（監査等委員）木田卓寿 15回 15回 100％ 18回 18回 100％
取締役（監査等委員）大髙健司 15回 15回 100％ 18回 18回 100％
取締役（監査等委員）久村泰弘 15回 15回 100％ 18回 18回 100％
取締役（監査等委員）野口郷司 15回 15回 100％ 18回 18回 100％
　
　 ・取締役会及び監査等委員会における発言状況

取締役木田卓寿氏は、取締役会において主に弁護士としての専門的見地から適宜必要な発言を行って
おります。
取締役大髙健司氏は、取締役会において企業経営に関する豊富な経験・知見により当社経営全般にわ
たり意見を述べるなど、種々の発言を行っております。
取締役久村泰弘氏は、取締役会において金融分野での豊富な経験と見識及び当社監査役経験者として
取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するため適宜必要な発言を行っております。
取締役野口郷司氏は、取締役会において金融分野及び企業経営者としての豊富な経験と知識により当
社経営全般にわたり意見を述べるなど適宜必要な発言を行っております。
また、各氏は監査等委員会においても、発言を都度行い、適正な意見の表明をしております。
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（4）会計監査人の状況
① 名称 EY新日本有限責任監査法人

　
② 報酬等の額

　

支 払 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 39百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 39百万円
　

（注）1. 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確
に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載
しております。

2. 当社の一部の連結子会社は、当社の会計監査人以外の者（外国における公認会計士又は監査法人に相当する資格を有する
者）の監査（会社法又は金融商品取引法に相当する外国の法令の規定によるものに限る。）を受けております。

③ 会計監査人の報酬等に監査等委員会が同意した理由
　監査等委員会は、会計監査人から説明を受けた当事業年度の会計監査計画の監査日数や人員配置等の内
容、前年度の実績の検証と評価、会計監査人の監査の遂行状況の相当性、報酬等の前提となる見積りの算
出根拠等を検討した結果、会計監査人の報酬等の額について妥当であると判断し、同意いたしました。

　
④ 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合には、監査等委員会
は、監査等委員全員の同意により会計監査人を解任いたします。
　また、上記の場合のほか、会計監査人の適格性、独立性を害する事由の発生により、適正な監査の遂行
が困難であると認められる場合には、監査等委員会は、会計監査人の解任又は不再任を株主総会に提案い
たします。

⑤ 会計監査人が過去２年間に受けた業務停止処分
　該当事項はありません。
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（5）業務の適正を確保するための体制
　取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制、その他会社の業務の適正を
確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

　 １．取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
① 当社は、取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合し、かつ社会的責任および企業倫

理を果たすため、コンプライアンスポリシー（企業行動憲章）を定め、それを全ての取締役および使
用人に周知徹底します。

② 当社は、コンプライアンス担当取締役を責任者とするコンプライアンス委員会を設置し、当委員会が
コンプライアンス基本規程を取締役および使用人に周知徹底させ、法令等を遵守することを確保する
体制を整備します。また、定期的にコンプライアンスプログラムを策定し、それを実施します。

③ 当社および当社グループ会社の取締役および使用人に対し、コンプライアンスに関する研修、マニュ
アルの作成配布等を行うことにより、コンプライアンスの知識を高め、コンプライアンスを尊重する
意識を醸成します。

　
　 ２．取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

① 当社は、文書管理規程の社内規程に基づき、取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理を行う
とともに、必要に応じて、規程の見直し等を行います。

② 取締役または内部監査室が情報を求めたときは、担当部署は、速やかにその情報を提供します。

　 ３．損失の危険の管理に関する規定その他の体制
① 各事業部門は、それぞれの部門に関するリスクの管理を行います。各事業部門の長は、定期的にリス

ク管理の状況を取締役会に報告します。
② 当社は、リスク管理担当取締役を責任者とするリスク管理委員会を設置し、当委員会がリスク管理規

程を定め、リスク管理体制の構築および運用を行います。

　 ４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 当社は、取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するため、定例の取締役会を毎月１回開

催する他、必要に応じて適宜臨時に開催するものとし、重要事項の決定ならびに取締役の業務執行の
状況等を監督します。

② 取締役会の決定に基づく業務の執行は、業務分掌規程、職務権限規程に基づき、各々の責任者および
その責任、執行手続きの詳細を定めます。

③ 業務の運営については、毎期年頭に部門毎に業績目標を含む数値目標の設定を行い、四半期毎に目標
達成度をレビューし結果をフィードバックすることにより、業務の効率性を確保します。
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　 ５．当社および当社グループ会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
① グループコンプライアンスポリシーを定め、グループ全体のコンプライアンス体制の構築に努めます。
② 社内規程「関係会社管理規程」に基づき、当社グループ会社を管理・指導する組織を設置し、毎月、

各当社グループ会社から実績報告書を受領するとともに、当社グループ会社間の相互理解と協調を図
る観点からグループ会議を実施します。

③ 当社グループ会社の事業特性に応じ、品質・安全・環境・コンプライアンス・情報・損益・大規模災
害等の主なリスクに対応するための社内規程を当社グループ会社が整備することを推進し、当社グル
ープ会社におけるリスクマネジメント体制を構築します。

④ 当社の内部監査部門は、「関係会社管理規程」等に基づき、当社および当社グループ会社の監査を行
い、報告します。また、内部統制部門による財務報告に係る内部統制の整備・運用の状況の評価など
により、業務の適正を検証します。

　
　 ６．監査等委員会がその職務を補助すべき取締役および使用人を置くことを求めた場合における当該使用人
　 に関する事項

① 監査等委員会がその職務を補助すべき取締役および使用人（監査等委員会スタッフ）を置くことを求
めた場合、必要なスタッフを配置します。

② 監査等委員会は、監査等委員会スタッフに対し、監査業務に必要な事項を命令することができます。
③ 内部監査室は監査等委員会との協議により監査等委員会の要望事項の内部監査を実施し、その結果を

監査等委員会に報告します。

　 ７．前号の使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く）からの独立性に関する事項
① 監査等委員会スタッフの任命、評価、異動、懲戒に関しては、監査等委員会の事前の同意を得るもの

とします。また、監査等委員会スタッフは監査等委員会の指揮命令のみに服し、取締役（監査等委員
である取締役を除く）等からは指揮命令を受けず、報告義務もないものとします。

② 監査等委員会より監査業務に必要な命令を受けた内部監査室職員は、その命令に関して、取締役（監
査等委員である取締役を除く）、内部監査室長等の指揮命令を受けません。

　 ８．当社および当社グループの取締役（監査等委員である取締役を除く）および使用人等が監査等委員会に
　 報告するための体制その他の監査等委員会への報告に関する体制

① 当社および当社グループ会社の取締役（監査等委員である取締役を除く）および使用人等は、会社に
重大な損失を与える事項が発生しまたは発生する恐れがあるとき、取締役（監査等委員である取締役
を除く）および使用人等による違法または不正な行為を発見したとき、その他監査等委員会が報告す
べきものと定めた事項が生じたときは、監査等委員会に報告します。

② 当社および当社グループ会社の取締役（監査等委員である取締役を除く）および使用人等は、前項に
関する重大な事実を発見した場合は、監査等委員会に直接報告することができます。
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③ 当社の監査等委員会がその職務の執行に必要なものとして報告を求めた事項については、当社および
当社グループ会社の取締役（監査等委員である取締役を除く）または当該部署が速やかに監査等委員
会に報告します。また、監査等委員会は、監査に必要な各種重要会議に出席し、また稟議書等の重要
な情報の閲覧を行うこととします。

④ 当社の監査等委員会への報告を行った当社および当社グループ会社の取締役（監査等委員である取締
役を除く）および使用人等に対し、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを行うことを禁止
し、その旨を当社および当社グループ会社において徹底します。

　 ９．その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 取締役（監査等委員である取締役を除く）および使用人の監査等委員会に対する理解を深め、監査等

委員会監査の環境を整備するよう努めます。
② 当社は、監査等委員会と代表取締役社長、業務執行取締役、重要な使用人、会計監査人との不定期な

意見交換会を開催すること、また、内部監査室との緊密な連携を行うことにより、監査等委員会監査
の実効性が高まるように努めます。

③ 当社は、監査等委員が監査等委員会の職務執行によって生ずる費用を請求した場合は、速やかに支払
います。

宝印刷株式会社 2019年05月21日 20時04分 $FOLDER; 32ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

32

（6）業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社グループにおける業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりであります。
　
① コンプライアンスに関する取組み

　当社は、「コンプライアンス基本規程」に基づき、コンプライアンス担当役員を責任者とするコンプ
ライアンス委員会を当該事業年度において３回開催し、コンプライアンス体制の構築及び見直しを行っ
ているほか、「内部通報規程」により社内外に相談・通報窓口を設置した内部通報制度を設けており、
コンプライアンスの実効性向上に努めております。
　また、役職員に対するコンプライアンスに関する意識向上のため、当該事業年度に社内研修を実施す
るなど、社内教育を定期的に実施しております。

② 損失の危険の管理に関する取組み
　当社は、「リスク管理基本規程」に基づき、リスク管理担当役員を責任者とするリスク管理委員会を
設置しております。リスク管理委員会は、当該事業年度において９回開催し、当社グループ全体の観点
から経営に重大な影響を及ぼすリスクを抽出し、対応の検討等の協議を行っております。

③ 業務執行の適正及び効率性の確保に関する取組み
　当社の取締役会は、監査等委員である社外取締役４名を含む取締役９名で構成されております。取締
役会は、毎月開催するほか、必要に応じて臨時取締役会を開催し、業務執行の意思決定及び監督を有効
に行っております。
　また、毎期年頭に部門毎に業績目標を含む数値目標の設定に対し、四半期毎に目標達成度を評価し、
結果のフィードバックを行い、業務の効率性を確保しています。

④ 当社グループにおける業務の適正の確保に関する取組み
　「関係会社管理規程」に基づき、定められた重要事項について協議・報告を行う体制をとっており、
当社グループ会社から必要な協議・報告を受けております。

⑤ 監査等委員会監査の実効性の確保に関する取組み
　監査等委員は、取締役会に出席し、取締役等から経営・業績に影響を及ぼす重要な事項について報告
を受けております。また、取締役会のほか重要な会議への出席、重要な決裁書類の閲覧、内部統制部門
からの聴取により情報収集に努め、取締役の職務執行を監査しております。
　また、内部監査室、会計監査人と緊密な連絡をとり、適切な意思疎通及び効果的な監査業務の遂行を
図っております。
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（7）反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及び整備状況
① 反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方
　当社は「ＴＯＫＡグループ 企業行動憲章」に基づき、反社会的勢力及び団体とは決して関わりをも
たず、また、これらから圧力を受けた場合は毅然とした対応をとることを基本方針としております。

　
② 反社会的勢力排除に向けた整備状況
　当社では、反社会的勢力等への対応に関する統括部署を総務部として、関係行政機関等との連携を図
り、反社会的勢力に関する情報収集等に努め、また反社会的勢力排除に向けた社内啓発活動を行ってお
ります。
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連結貸借対照表 （2019年３月31日現在）
（単位：百万円）

　

科 目 金 額 科 目 金 額
［資 産 の 部］ ［負 債 の 部］
流動資産
現金及び預金
受取手形及び売掛金
電子記録債権
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
前渡金
前払費用
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物及び構築物
機械装置及び運搬具
工具器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定
減価償却累計額
無形固定資産
のれん
その他
投資その他の資産
投資有価証券
退職給付に係る資産
長期前払費用
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

31,483
7,969
13,608
2,090
4,822
460
2,275
10
57
215
△25

34,405
22,668
22,667
20,358
3,528
7,182
1,095
495

△32,658
1,253
264
988

10,483
9,616
240
42
68
527
△11

流動負債 17,399
支払手形及び買掛金 8,128
電子記録債務 2,807
短期借入金 2,866
一年以内返済予定の長期借入金 644
リース債務 259
未払法人税等 92
未払金 1,391
賞与引当金 645
役員賞与引当金 2
その他 561

固定負債 4,196
長期借入金 2,183
リース債務 576
役員退職慰労引当金 23
退職給付に係る負債 676
資産除去債務 108
繰延税金負債 435
その他 192

負債合計 21,595
［純 資 産 の 部］
株主資本 45,085
資本金 2,080
資本剰余金 2,079
利益剰余金 42,309
自己株式 △1,383
その他の包括利益累計額 △1,215
その他有価証券評価差額金 608
為替換算調整勘定 △1,478
退職給付に係る調整累計額 △346
新株予約権 134
非支配株主持分 288
純資産合計 44,293

資産合計 65,888 負債純資産合計 65,888
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連結損益計算書 （2018年４月１日から2019年３月31日まで）
（単位：百万円）

　

科 目 金 額
売上高 49,638
売上原価 40,825
売上総利益 8,812

販売費及び一般管理費 8,444
営業利益 368

営業外収益
受取利息 59
受取配当金 53
技術援助料 12
為替差益 14
持分法による投資利益 593
金利スワップ評価益 1
その他 50 785

営業外費用
支払利息 42
その他 16 58
経常利益 1,095

特別利益
固定資産売却益 3
国庫補助金 14
固定資産受贈益 123
その他 0 141

特別損失
固定資産売却損 1
固定資産除却損 161
投資有価証券評価損 1
為替差損 92
その他 0 256
税金等調整前当期純利益 981
法人税、住民税及び事業税 295
法人税等調整額 46 342
当期純利益 638
非支配株主に帰属する当期純利益 11

親会社株主に帰属する当期純利益 627
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連結株主資本等変動計算書 （2018年４月１日から2019年３月31日まで）
（単位：百万円）

　

株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計

当期首残高 2,080 2,079 42,155 △1,383 44,932

当期変動額

剰余金の配当 △799 △799

持分法の適用範囲の変動 324 324
親会社株主に帰属する
当期純利益 627 627

自己株式の取得 △0 △0
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）
当期変動額合計 － － 153 △0 153

当期末残高 2,080 2,079 42,309 △1,383 45,085

　
その他の包括利益累計額

新株予約権 非 支 配
株主持分 純資産合計そ の 他

有 価 証 券
評価差額金

為替換算
調整勘定

退職給付
に係る調
整累計額

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

当期首残高 965 △561 △340 63 107 317 45,420

当期変動額

剰余金の配当 △799

持分法の適用範囲の変動 324
親会社株主に帰属する
当期純利益 627

自己株式の取得 △0
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △356 △916 △6 △1,279 27 △28 △1,280

当期変動額合計 △356 △916 △6 △1,279 27 △28 △1,127

当期末残高 608 △1,478 △346 △1,215 134 288 44,293
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連結注記表
1. 連結計算書類作成のための基本となる重要な事項等
（1）連結の範囲に関する事項

　連結子会社の状況
・連結子会社の数 12社
・連結子会社の名称 ミヨシ産業株式会社

東北東華色素株式会社
株式会社北陸印刷資材センター
株式会社チマニートオカ
東華油墨国際（香港）有限公司
韓国特殊インキ工業株式会社
トオカ（タイランド）株式会社
Royal Dutch Printing Ink Factories Van Son B.V.
Van Son Holland Ink Corporation of America
浙江迪克東華精細化工有限公司
T&K TOKA U.S.A., INC.
Midwest Ink Co.

なお、T&K TOKA U.S.A., INC. を新規設立したことにより、また、T&K TOKA U.S.A., INC. が
Midwest Ink Co.の全株式を新規取得したことにより、連結の範囲に含めております。

（2）持分法の適用に関する事項
① 持分法を適用した関連会社の状況
・持分法適用の関連会社数 ９社
・会社の名称 杭華油墨股份有限公司

安慶市杭華油墨科技有限公司
湖州杭華油墨科技有限公司
広西蒙山梧華林産科技有限公司
杭州杭華印刷器材有限公司
広州杭華油墨有限公司
浙江杭華油墨有限公司
湖州杭華功能材料有限公司
三和合成股份有限公司

上記のうち、三和合成股份有限公司については、重要性が増したため、当連結会計年度より持分法適用の
範囲に含めております。
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② 持分法を適用していない関連会社の状況
・会社の名称 トオカインキ（バングラデシュ）株式会社
・持分法を適用しない理由 当連結会計年度において、当期純利益及び利益剰余金等からみて、持

分法の対象から除いたとしても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であ
り、かつ、全体としても重要性がないため、持分法の適用から除外し
ております。

（3）連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社のうち、株式会社チマニートオカ、韓国特殊インキ工業株式会社、東華油墨国際(香港)有限公
司、トオカ(タイランド)株式会社、Royal Dutch Printing Ink Factories Van Son B.V.、Van Son
Holland Ink Corporation of America、浙江迪克東華精細化工有限公司、T&K TOKA U.S.A., INC.、
Midwest Ink Co.の決算日は12月31日であります。連結計算書類の作成にあたっては12月31日現在の財
務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

（4）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
イ. 有価証券
・満期保有目的の債券 償却原価法（定額法）によっております。
・その他有価証券
時価のあるもの 決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法に

より処理し、売却原価は主として移動平均法により算定しておりま
す。なお、組込デリバティブを区分して測定することができない複合
金融商品は、全体を時価評価し、評価差額を当連結会計年度の損益に
計上しております。）によっております。

時価のないもの 主として移動平均法による原価法によっております。
ロ．デリバティブ 時価法によっております。
ハ．たな卸資産
・商品・製品・半製品・原材料・
　仕掛品

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下によ
る簿価の切下げの方法により算定）によっております。

・貯蔵品 主として最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低
下による簿価の切下げの方法により算定）によっております。
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産
　（リース資産を除く）

当社及び国内連結子会社は定率法を、また、在外連結子会社は定額法
によっております。
ただし、当社及び国内連結子会社は、1998年４月１日以降に取得し
た建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得し
た建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は次のとおりであります。
建物及び構築物 ３～50年
機械装置及び運搬具 ４～17年

ロ．無形固定資産
（リース資産を除く）
・自社利用のソフトウェア 社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっておりま

す。
・その他の無形固定資産 定額法によっております。
ハ．リース資産 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっており

ます。
③ 重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績

率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を
勘案し、回収不能見込額を計上しております。
一部の連結子会社は、貸倒見積額を計上しております。

ロ．賞与引当金 当社及び一部の連結子会社は、主として従業員に対して支給する賞与
の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

ハ．役員賞与引当金 一部の連結子会社は、役員賞与の支出に備えて、当連結会計年度にお
ける支給見込額に基づき計上しております。

ニ．役員退職慰労引当金 一部の連結子会社は、役員の退職慰労金の支給に充てるため、内規に
基づく期末要支給額を計上しております。

④ 退職給付に係る会計処理の方法
イ．退職給付見込額の期間帰属
　 方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末ま
での期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっており
ます。

ロ．数理計算上の差異及び
　 過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定
の年数（10年）による定額法により按分した額を発生年度より費用処
理しております。
数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均
残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した
額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。
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ハ．小規模企業等における簡便法
　 の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算
に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法
を用いた簡便法を適用しております。

⑤ 重要なヘッジ会計の方法
イ．ヘッジ会計の方法 繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約については振当

処理の要件を満たしている場合は振当処理を、金利スワップについて
は特例処理の要件を満たしている場合は特例処理を採用しておりま
す。

ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段 為替予約、通貨オプション及び金利スワップ
ヘッジ対象 原材料等輸入による外貨建買入債務、外貨建予定取引及び借入金
ハ．ヘッジ方針 当社の社内規程に基づき、為替変動リスク及び金利変動リスクをヘッ

ジしております。
ニ．ヘッジの有効性評価の方法 ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手

段の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計を比較し、その変動
額の比率によって有効性を評価しております。ただし、特例処理によ
っている金利スワップについては、有効性の評価を省略しておりま
す。

⑥ その他連結計算書類作成のための重要な事項
イ．消費税等の会計処理 税抜方式によっております。
ロ．のれんの償却に関する事項 のれんの償却については、主として５年間の定額法により償却を行っ

ております。
但し、少額なものは発生時に一括償却しております。

（5）表示方法の変更に関する注記
連結貸借対照表
「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号2018年２月16日）に伴う、「会社法

施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」（法務省令第５号2018年３月26日）を当連結会計年度
から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示して
おります。この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「繰延税金資産」331百
万円及び「固定負債」の「繰延税金負債」のうち312百万円を「投資その他の資産」の「繰延税金資産」71
百万円に含めて表示し、「固定負債」の「繰延税金負債」は478百万円として表示しております。
また、前連結会計年度において「受取手形及び売掛金」に含めておりました「電子記録債権」(前事業年度
1,882百万円)については、金額的重要性が増したため、当連結会計年度においては区分掲記しております。
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2. 連結貸借対照表に関する注記
（1）担保に供している資産

持分法を適用していない関連会社であるトオカインキ（バングラデシュ）株式会社の運転資本及びL/C開
設の当座借入に対して、同社株式19百万円を担保に供しております。

（2）受取手形裏書譲渡高 59百万円
　
3. 連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）発行済株式の総数に関する事項

　

株式の種類 当 連 結 会 計 年 度
期 首 の 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
増 加 株 式 数

当 連 結 会 計 年 度
減 少 株 式 数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 25,055千株 －千株 －千株 25,055千株
　
（2）剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等
イ．2018年６月21日開催の第76回定時株主総会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 399百万円
・１株当たり配当額 17.0円
・基準日 2018年３月31日
・効力発生日 2018年６月22日
ロ．2018年11月２日開催の取締役会決議による配当に関する事項
・配当金の総額 399百万円
・１株当たり配当額 17.0円
・基準日 2018年９月30日
・効力発生日 2018年12月３日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌期になるもの
　2019年６月20日開催の第77回定時株主総会において次のとおり付議する予定であります。
・配当金の総額 399百万円
・配当の原資 利益剰余金
・１株当たり配当額 17.0円
・基準日 2019年３月31日
・効力発生日 2019年６月21日

　
（3）当連結会計年度の末日における当社が発行している新株予約権の目的となる株式の数

・普通株式 170,200株
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4. 金融商品に関する注記
1. 金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針
　当社グループは、主に印刷インキ製造販売事業を行うための設備投資計画に照らして、必要な資金（銀
行借入や社債発行）を調達しております。一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用し、また、短期的
な運転資金を銀行借入により調達しております。デリバティブは、後述するリスクを回避するために利用
しており、投機的な取引は行わない方針であります。

（2）金融商品の内容及びそのリスク管理体制
　営業債権である受取手形及び売掛金並びに電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されています。当該
リスクに関しては、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、回収遅延先については営業部門
と連絡を取り、速やかに適切な処理を取るようにしております。
　有価証券及び投資有価証券は、市場価格の変動リスクに晒されておりますが、主に業務上の関係を有す
る企業の株式であり、四半期決算ごとに時価結果を取締役会に報告しております。
　営業債務である支払手形及び買掛金並びに電子記録債務は、そのほとんどが１年以内の支払期日となっ
ております。借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金は主に、運転
資金及び設備投資に係る資金調達です。外貨建借入金は、為替の変動リスクに晒されております。
　デリバティブ取引については、目的、範囲等を定めた社内規程に従って行っており、信用度の高い相手
先のみ取引を行っております。

2. 金融商品の時価等に関する事項
　2019年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり
ます。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）2.参照）。
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連結貸借対照表計上額（＊） 時価（＊） 差額
（1）現金及び預金 7,969百万円 7,969百万円 －百万円
（2）受取手形及び売掛金 13,608 13,608 0
（3）電子記録債権 2,090 2,090 －
（4）有価証券及び投資有価証券

満期保有目的の債券 0 0 －
その他有価証券 2,612 2,612 －

（5）支払手形及び買掛金 （8,128） （8,128） －
（6）電子記録債務 （2,807） （2,807） －
（7）短期借入金 （2,866） （2,866） －
（8）長期借入金 （2,828） （2,832） 4
（9）デリバティブ取引 （4） （4） －
　

　(＊) 負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。
（注）1. 金融商品の時価の算定方法ならびに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
（1）現金及び預金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。
（2）受取手形及び売掛金、（3）電子記録債権

　これらの時価については、一定の期間ごとに区分した債権ごとに債権額を満期までの期間及び信用リスクを加味した利率によ
り割り引いた現在価値によっております。なお、短期間で決済される債権は、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿
価額によっております。

（4）有価証券及び投資有価証券、（9）デリバティブ取引
　これらの時価について、株式は取引所の価格によっており、債券及びデリバティブ取引は取引所の価格又は取引金融機関から
提示された価格によっております。

（5）支払手形及び買掛金、（6）電子記録債務、（7）短期借入金
　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。短期借入金のう
ち当座貸越契約しているものは極度額8,632百万円で、当期末において当該契約に基づく借入実行残高は1,727百万円です。

（8）長期借入金
　長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される割引率で割引いて算定する方法に
よっております。

（注）2. 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品
　

区分 連結貸借対照表計上額

非上場株式 7,003百万円
　

　非上場株式は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・フローを見積ることなどができず、時価を把握することが極めて困難
と認められるため、「（4）有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。

5. １株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 1,866円37銭
（2）１株当たり当期純利益金額 26円71銭
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6. 企業結合に関する注記
（取得による企業結合）
　当社子会社であるT&K TOKA U.S.A., INC.は、北米で印刷インキの製造・販売事業を展開するMidwest
Ink Co.の買収を決定し、株式譲渡契約を締結しました。同契約に基づき2018年12月31日に同社の全株式を
取得しました。
　（1）企業結合の概要
　①被取得企業の名称及び事業の内容

名称 Midwest Ink Co.
事業の内容 印刷インキの製造販売

　②企業結合を行った主な理由
Midwest Ink Co.は、北米で印刷インキの製造・販売事業を展開しております。同社を当社グループ
に加えることで、北米における販路を拡充し、さらに高いレベルでの顧客サービスを提供できるとを考え
ております。
　③企業結合日
　 2018年12月31日
　④企業結合の法的形式
現金を対価とする株式の取得

　⑤結合後企業の名称
名称に変更は有りません。

　⑥取得した議決権比率
100％

　⑦取得企業を決定するに至った主な根拠
当社子会社であるT&K TOKA U.S.A., INC.が現金を対価として株式を取得したためであります。

　（2）連結計算書類に含まれている被取得企業の事業の業績の期間
該当事項はありません。

　（3）被取得企業の取得原価及びその内訳
取得の対価 244百万円
取得原価 244百万円

（4）主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリー費用等 41百万円
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（5）企業結合契約に定められた条件付取得対価の内容及びそれらの今後の会計処理方針
株式譲渡契約に基づき、取得対価は今後変動する可能性があります。取得対価の変動が発生した場合に
は、取得時に変動したものとみなして取得価額を修正し、のれんの金額及びのれんの償却額を修正すること
としております。
　（6）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
　①発生したのれんの金額

107百万円
　②発生原因
期待される将来の超過収益力に関連して発生したものであります。

　③償却方法及び償却期間
5年間にわたる均等償却

（7）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 169百万円
固定資産 58百万円
資産合計 228百万円
流動負債 85百万円
固定負債 6百万円
負債合計 91百万円

7. 重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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貸借対照表 （2019年３月31日現在）
（単位：百万円）

　

科 目 金 額 科 目 金 額
［資 産 の 部］ ［負 債 の 部］
流動資産
現金及び預金
受取手形
売掛金
電子記録債権
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
前渡金
前払費用
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定

無形固定資産
特許権
商標権
ソフトウェア
リース資産
その他

投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
出資金
関係会社出資金
関係会社長期貸付金
長期前払費用
前払年金費用
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

20,229
1,286
2,322
9,236
1,979
3,353
322
1,537

7
48
141
△7

31,825
20,066
9,032
419
3,043
12
429
6,076
579
472
220
7
0
47
157
7

11,539
2,633
4,436
33

1,420
1,960
41
617
157
251
△11

流動負債 14,598
買掛金 6,878
電子記録債務 2,807
短期借入金 1,700
１年以内返済予定の長期借入金 643
リース債務 251
未払金 1,274
未払費用 127
未払法人税等 43
前受金 15
預り金 42
前受収益 3
賞与引当金 635
その他 174

固定負債 3,333
長期借入金 2,180
リース債務 544
退職給付引当金 415
資産除去債務 108
その他 84

負債合計 17,931
［純 資 産 の 部］
株主資本 33,382
資本金 2,080
資本剰余金 2,079
資本準備金 2,073
その他資本剰余金 6
利益剰余金 30,605
利益準備金 137
その他利益剰余金 30,468
研究開発積立金 11,287
固定資産圧縮積立金 784
別途積立金 16,232
繰越利益剰余金 2,163

自己株式 △1,383
評価・換算差額等 606
その他有価証券評価差額金 606
新株予約権 134
純資産合計 34,123

資産合計 52,055 負債純資産合計 52,055
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損益計算書 （2018年４月１日から2019年３月31日まで）
（単位：百万円）

　

科 目 金 額
売上高 40,989
売上原価 34,225
売上総利益 6,764

販売費及び一般管理費 6,198
営業利益 565

営業外収益
受取利息及び配当金 216
受取賃貸料 22
技術援助料 49
貸倒引当金戻入益 75
その他 35 398

営業外費用
支払利息 11
減価償却費 8
為替差損 62
その他 5 87
経常利益 877

特別利益
固定資産売却益 0
国庫補助金 14
固定資産受増益 123
その他 0 139

特別損失
固定資産売却損 1
固定資産除却損 161
その他 0 162
税引前当期純利益 853
法人税、住民税及び事業税 179
法人税等調整額 31 211
当期純利益 642
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株主資本等変動計算書 （2018年４月１日から2019年３月31日まで）
（単位：百万円）

　

株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資 本
準備金

その他
資 本
剰余金

資 本
剰余金
合 計

利 益
準備金

その他利益剰余金 利 益
剰余金
合 計

研 究
開 発
積立金

固定資産
圧 縮
積立金

別 途
積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 2,080 2,073 6 2,079 137 11,287 803 16,232 2,301 30,762
当期変動額
固定資産圧縮積立金の取崩 　 　 　 　 　 　 △19 　 19 －
剰余金の配当 　 　 　 　 　 　 　 　 △799 △799
当期純利益 　 　 　 　 　 　 　 　 642 642
自己株式の取得 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
当期変動額合計 － － － － － － △19 － △137 △156
当期末残高 2,080 2,073 6 2,079 137 11,287 784 16,232 2,163 30,605

株 主 資 本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評 価 差 額 金
評価・換算
差額等合計

当期首残高 △1,383 33,539 962 962 107 34,609
当期変動額
固定資産圧縮積立金の取崩 　 － 　 　 　 －
剰余金の配当 　 △799 　 　 　 △799
当期純利益 　 642 　 　 　 642
自己株式の取得 △0 △0 　 　 　 △0
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 　 　 △356 △356 27 △328

当期変動額合計 △0 △156 △356 △356 27 △485
当期末残高 △1,383 33,382 606 606 134 34,123
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個別注記表
1. 重要な会計方針に係る事項
（1）有価証券の評価基準及び評価方法

・満期保有目的の債券
償却原価法（定額法）によっております。
・子会社株式及び関連会社株式
移動平均法による原価法によっております。
・その他有価証券
時価のあるもの
決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主と
して移動平均法により算定しております。なお、組込デリバティブを区分して測定することができ
ない複合金融商品は、全体を時価評価し、評価差額を当事業年度の損益に計上しております。）に
よっております。
時価のないもの
移動平均法による原価法によっております。

（2）デリバティブの評価基準及び評価方法
時価法によっております。

（3）たな卸資産の評価基準及び評価方法
商品・製品・半製品・原材料・仕掛品
総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切り下げの方法により算定）によ
っております。
貯蔵品
最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切り下げの方法により算
定）によっております。

（4）固定資産の減価償却の方法
有形固定資産（リース資産を除く）
定率法によっております。ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）並
びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しておりま
す。

無形固定資産（リース資産を除く）
・自社利用のソフトウェア
社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。
・その他の無形固定資産
定額法によっております。
リース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
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（5）引当金の計上基準
貸倒引当金
債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
賞与引当金
従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。
退職給付引当金
従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき
計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法について
は、給付算定式基準によっております。
数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の
年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処理しておりま
す。
また、過去勤務費用については、平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按
分した額を発生年度より費用処理しております。
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の貸借対照表における取扱いが連結貸借対照表と異
なります。

（6）ヘッジ会計の方法
① ヘッジ会計の方法
　繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約について振当処理の要件を満たしている場合は振
当処理を、金利スワップについては特例処理の要件を満たしている場合は特例処理を採用しております。
② ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段 …… 為替予約、通貨オプション及び金利スワップ
ヘッジ対象 …… 原材料等輸入による外貨建買入債務、外貨建予定取引及び借入金

③ ヘッジ方針
当社の社内規程に基づき、為替変動リスク及び金利変動リスクをヘッジしております。

④ ヘッジ有効性評価の方法
　ヘッジ対象の相場変動またはキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動またはキャッシ
ュ・フロー変動の累計を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しております。ただし、特例処
理によっている金利スワップについては、有効性の評価を省略しております。

（7）消費税等の会計処理
　消費税等の会計処理方法は税抜方式を採用しております。
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(8)表示方法の変更に関する注記
貸借対照表
　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」 (企業会計基準第28号 2018年２月16日）に伴う、「会社
法施行規則及び会社計算規則の一部を改正する省令」(法務省令第5号 2018年３月26日）を当事業年度か
ら適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示してお
ります。この結果、前事業年度の貸借対照表において、「流動資産」の「繰延税金資産」282百万円及び
「固定負債」の「繰延税金負債」のうち245百万円を、「投資その他の資産」の「繰延税金資産」37百万円に
含めて表示しております。
　また、前事業年度において「受取手形」に含めておりました「電子記録債権」(前事業年度1,824百万円)
については、金額的重要性が増したため、当事業年度においては区分掲記しております。

　

宝印刷株式会社 2019年05月21日 20時04分 $FOLDER; 52ページ （Tess 1.50(64) 20181220_01）



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

52

2. 貸借対照表に関する注記
（1）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
（2）有形固定資産の減価償却累計額 26,961百万円
（3）関係会社に対する金銭債権債務

短期金銭債権 1,435百万円
短期金銭債務 47百万円

（4）担保に供している資産
持分法を適用していない関連会社であるトオカインキ（バングラデシュ）株式会社の運転資本及びL/C開
設の当座借入に対して、同社株式19百万円を担保に供しております。

3. 損益計算書に関する注記
（1）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
（2）関係会社との取引高

売上高 4,893百万円
仕入高 1,066百万円
営業費用 43百万円
営業取引以外の取引高 231百万円

　
4. 株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の数に関する事項

　

株式の種類 当事業年度期首の株式数 当 事 業 年 度 増 加
株 式 数

当 事 業 年 度 減 少
株 式 数

当 事 業 年 度 末 の
株 式 数

普 通 株 式 1,550千株 0千株 －千株 1,550千株
（注）自己株式の数の増加は、単元未満株式の買取による増加分であります。
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5. 税効果会計に関する注記
　 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
賞与引当金 192百万円
未払事業税 10
減価償却費 121
子会社債権譲渡損 69
投資有価証券評価損 76
貸倒引当金 5
退職給付引当金 459
長期未払金 24
資産除去債務 32
その他 119
繰延税金資産小計 1,113
評価性引当額 200
繰延税金資産合計 913
繰延税金負債
土地圧縮積立金 65
固定資産圧縮積立金 275
その他有価証券評価差額金 225
前払年金費用 186
その他 2
繰延税金負債合計 755
繰延税金資産の純額 157
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6. 関連当事者との取引に関する注記
　子会社及び関連会社等

（単位：百万円）

属 性 会 社 等 の 名 称 議決権の所有
（被所有）の割合（％）

関連当事者
と の 関 係

取 引 の
内 容

取 引
金 額 科 目 期 末

残 高

子会社
Royal Dutch Printing Ink

Factories Van Son B.V.
所有
直接 100％ 資金の貸付 資金の貸付

（注） 499 長期貸付金 1,136

子会社
Van Son Holland Ink

Corporation of America
所有
直接 100％ 資金の貸付 資金の貸付

（注） 613 長期貸付金 743

子会社 浙江迪克東華精細化工有
限公司

所有
直接 100％ 出資 増資の引受 570 関係会社株式 1,420

　取引条件及び取引条件の決定方針等
(注）資金の貸付については、市場金利を勘案して決定しております。

7. １株当たり情報に関する注記
（1）１株当たり純資産額 1,446円00銭
（2）１株当たり当期純利益金額 27円33銭
　
8. 重要な後発事象に関する注記
　該当事項はありません。
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連結計算書類に係る会計監査報告
　

独立監査人の監査報告書
2019年５月20日

株式会社Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡ
　取締役会 御中

Ｅ Ｙ 新 日 本 有 限 責 任 監 査 法 人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 吉 田 英 志 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 原 山 精 一 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条の第４項の規定に基づき、株式会社Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡの2018年４月１日から2019年３月31日
までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表に
ついて監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示する
ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判
断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにあ
る。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人
に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実
施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人
の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的
は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適
切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採
用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討する
ことが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社Ｔ＆
Ｋ ＴＯＫＡ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において
適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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計算書類に係る会計監査報告
　

独立監査人の監査報告書
2019年５月20日

株式会社Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡ
　取締役会 御中

Ｅ Ｙ 新 日 本 有 限 責 任 監 査 法 人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 吉 田 英 志 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 原 山 精 一 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡの2018年４月１日から2019年３月31
日までの第77期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属
明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適
正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示す
るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明す
ることにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当
監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、
これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続
は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及
び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検
討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし
ての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、
当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告

監 査 報 告 書

　当監査等委員会は、2018年4月1日から2019年3月31日までの第77期事業年度における取締役の職務の執
行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第1項第1号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並
びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構
築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下
記の方法で監査を実施しました。

①監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内
部統制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の
報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業
務及び財産の状況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通
及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。
②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲
げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議会）等に従って整備して
いる旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　 以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益
計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照
表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
　（1）事業報告等の監査結果

① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認め
ます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。

③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シ
ステムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認めら
れません。

　（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
　 会計監査人 EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
　（3）連結計算書類の監査結果
　 会計監査人 EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2019年5月21日

株式会社Ｔ＆Ｋ ＴＯＫＡ 監査等委員会

監査等委員 木 田 卓 寿 ㊞
監査等委員 大 髙 健 司 ㊞
監査等委員 久 村 泰 弘 ㊞
監査等委員 野 口 郷 司 ㊞

（注）１．監査等委員 木田卓寿、大髙健司、久村泰弘及び野口郷司は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する
社外取締役であります。

　
　

以 上
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池袋消防署
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株主総会会場ご案内図
会 場 ホテルメトロポリタン　４階　「桜」の間

東京都豊島区西池袋一丁目６番１号　TEL 03－3980－1111（代表）

交通　○地下鉄丸ノ内線、有楽町線、副都心線、西武池袋線、東武東上線、ＪＲ線　
　　　　池袋駅　　徒歩５分

※当日は駐車場の混雑が想定されますので、お車でのご来場は
　ご遠慮くださいますようお願い申しあげます。
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